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実践報告 
グローバル人材育成事業に伴う短期受入 
プログラム(シベリア連邦大学)の教育実践報告 
 
国際関係学科 東 弘子 
 
１．プログラム実施の経緯と概要 
1.1 経緯 
 「シベリア連邦大学短期研修受け入れプログラム－現代日本社会と文化を学ぶ－」は、2012
年にシベリア連邦大学と愛知県立大学が学術交流協定を締結したことに伴い、国際交流推進
委員会（シベリア部会）からの提案により 2013 年夏期に実施することが決定し、日本学生支援
機構の「平成 25 年度留学生交流支援制度短期受入れ」（短期研修・研究型）プログラムとして
採択されたものである。 
通常の学期中に行う半期間または 1 年間の交流協定大学間の交換留学制度は、すでに長
年にわたり本学において実施されており、毎年 10 名～15 名程度の交換留学生を受入れてき
ているが、短期受入プログラムについては、過去に２回の実施経験があるものの、国際交流室
が設置される以前でもあり大学組織としての受入れ体制が整わない部分があり、多くの課題を
残してきた。今回は、2012 年度より開始した文部科学省グローバル人材育成推進事業の中で、
短期特別受入プログラムの本格的な体制作りが大きな課題となっている中、モデルケースとし
ての役割を担うものでもあった。 
 
 1.2 開始までの課題 
協定文書の付属書において、集中プログラムについては定員を 12 名以内と定めた。複数ク
ラスの運営は困難であることと、学内宿舎の収容人数の都合からである。定員を超える応募者
がある場合、本学の側で準備したテストによって選抜することとし、2013 年 1 月に応募を開始し
た。応募者は 11 名であったため選抜の必要はなかったが、日本語力や留学志望動機などの
確認のためテストを実施した。テストの項目としては、文法、語彙、漢字、読解、作文（日本留
学で希望することのエッセイ）である。実力をはかるため、時間を 90 分と定め辞書なしで実施
するよう指示をし、解答は画像ファイルでシベリア連邦大学のスタッフから送付された。その後
1 名が退学となったため、10 名の留学生が決定した。シベリア連邦大学にとって、本学は初の
日本の協定大学であり、留学への期待は大きなものであった。例として、テストにおいて書か
れたエッセイを、1 編、紹介しておく。 
「子どものころから、イラストレーターになりたかったです。日本現代画家の絵を見るたび
に、励ます。しかし今でも絵を書くことまだまだです。だから、日本文化の近くになるため
に、日本語を勉強することにしました。愛知県立大学へ勉強に行くことを知ていた時本当に
うれしくなりました。日本人の考え方をよく分かりたい。」 
プログラムを計画するにあたり、講師 3 名（いずれも本学で 5 年以上留学生教育に関わって
きている非常勤講師）を決定し、受入プログラムの実施責任者である筆者とその 3 名とで、今
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【資料１－１】学生に配布したオリエンテーション資料 
 
 
JAPANESE 2013 in Aichi 
愛知県立大学 
シベリア連邦大学短期研修受入プログラム －現代日本社会と文化を学ぶ－ 
オリエンテーション 
 
１．プログラム概要 
（1）日本語の授業は40コマ（1コマ＝９０分）です。日本人学生と交流する時間（ ）もあります。 
（2）大学の授業6コマ（★）に参加します。 
（3）日本の社会や文化を学ぶために見学や旅行、ホームステイをします。 
（4）日本人学生の企画による日本語交流活動「Ｊカフェ」に参加します。 
 
２．日本語クラス 
・日本語の授業では、４つのプロジェクト（Ａ～Ｄ）を進めながら、総合的な日本語能力を身につけ
ます。 
プロジェクト 
Ａ 
5つのテーマについて話しあい、それを基にエッセイ（作文）を書きます。宿題と
して、作文を書いたり、書きなおしたりして、提出します。書き溜めたものに写
真をつけて文集にします。 
プロジェクト 
Ｂ 
京都旅行のためのハンドブックを作ります。宿題として、資料を集めたり、調べ
たりし、自由時間の使い方について計画します。 
プロジェクト 
Ｃ 
宿題として、参加した授業や見学、週末の過ごし方について、報告と感想を書き、
写真をつけて、manaba にアップします。授業では、書きためたものを使って、最
後の発表に向けた活動を行います。発表は海外の日本語学習者に県大のプログラ
ムを紹介することを目的とします。 
プロジェクト 
Ｄ 
日本人の学生と一緒に、プロジェクトＡを中心に、ＢやＣも活用して、ポスター
を作り、オープンキャンパスで発表します。発表は日本の高校生に留学生のこと
を知ってもらうことを目的とします。 
・日本語学習日誌：毎日、その日の活動を振り返り、今日何をしたか、何ができるようになったかを
ロシア語で書きます。 
【プロジェクトの流れ】 
7/1 
第1週 
 
 
7/8 
第2週 
 
7/15 
第3週 
 
7/22 
第4週 
 
7/29 
第5週 
 
8/5 
第6週 
 
 
 
＊   (実線)は、授業で扱うもの。   (破線)は、宿題として自主的に行うものです。 
宿題は、２部プリントアウトして、１部は自分用にファイルします。 
B 
京都旅行の予定
を考える 
報告と感想を書く スピーチ 
A 
５つのテーマにつ
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↓ 
エッセイを書く 
↓ 
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↑ 
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ハンドブックを作る
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 【資料１－２】学生に配布したオリエンテーション資料（つづき） 
 
 
JAPANESE 2013 in Aichi 
３．スケジュール 
・日本語授業の教室：文化交流室Ａ  7/3水,7/5金：文化交流室Ｂ 
・大学授業の教室 ★１（中道）7/5金3限：H408  ★２（ポープ）7/8月1限：H005  
★３（中道）7/12金3限：H408 ★４（亀井）7/15月5限,7/18木2限：F211 
★５（宮谷）7/16火1限：H202 ★６（半谷）7/23火4限：B204 
・Ｊカフェの教室：ｉCoToBa前に集まります。 
＊見学の日は文化交流室Ａに集合してから出かけます。見学後も文化交流室Ａで振り返りを行います。 
 1 限 8:50～10:20 
2 限 
10:30～12:00 
3 限 
12:50～14:20 
4 限 
14:30～16:00 
5 限 
16:10～17:40 備
び
考
こう
 
7/1 月  9:30 開講式・オリエンテーション ＰＣ研修 学外案内   
7/2 火 日本語１（米勢） 日本語２（米勢）     
7/3 水 日本語３（米勢） 日本語４（米勢） 歓迎会モリコロパ-ク Ｊカフェ：AB  交流室B 
7/4 木 Ｊカフェ；A Ｊカフェ：B     
7/5 金 日本語５（中道） 日本語６（中道） ★１（中道）   交流室B 
7/6 土 7/7 日   
7/8 月 ★２（ポープ） 日本語７（米勢） 日本語８（米勢）    
7/9 火 8:50 陶磁美術館（ソックス持参）   
7/10 水 日本語９（米勢） 日本語10（米勢） Ｊカフェ：A Ｊカフェ：B   
7/11 木 Ｊカフェ：B Ｊカフェ：A     
7/12 金   ★３（中道） 日本語11（中道） 日本語12（中道） →ﾎｰﾑｽﾃｲ
7/13 土 7/14 日 ホームステイ  
7/15 月 日本語13（米勢） 日本語14（米勢）   ★４（亀井）：B  
7/16 火 ★５（宮谷） 日本語15（米勢） 日本語16（米勢）    
7/17 水  9:30 長久手市立南小学校／エコハウス   
7/18 木 Ｊカフェ：A  B→ Ｊカフェ ★４(亀井) ←A    
7/19 金 日本語17（中道） 日本語18（中道）     
7/20 土 7/21 日 8:00 名古屋駅ナナちゃん人形前集合→京都旅行  
7/22 月 日本語19（米勢） 日本語20（米勢）     
7/23 火 日本語21（米勢） 日本語22（米勢）  ★６（半谷）   
7/24 水 日本語23（中道） 日本語24（中道） Ｊカフェ：B Ｊカフェ：A   
7/25 木 Ｊカフェ；B Ｊカフェ：A  【あいちの会】   
7/26 金 8:50 豊田市防災学習センター／トヨタ自動車工場   
7/27 土 7/28 日   
7/29 月 日本語25（米勢） 日本語26（米勢）     
7/30 火 日本語27（米勢） 日本語28（米勢）     
7/31 水 日本語29（米勢） 日本語30（米勢）     
8/1 木 日本語31（黒野） 日本語32（黒野）     
8/2 金 日本語33（中道） 日本語34（中道）     
8/3 土 8/4 日   
8/5 月 日本語35（米勢） 日本語36（米勢）     
8/6 火 日本語37（米勢） 日本語38（米勢）     
8/7 水  11:00 ポスター発表  14:00 ポスター発表    
8/8 木 日本語39（黒野） 日本語40（黒野）     
8/9 金  10:00 修了式・スピーチ ←多目的ホール／ 修了パーティ (ー生協)  →ﾎｰﾑｽﾃｲ
8/10 土 8/11 日 ホームステイ  
8/12 月 帰国準備  
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（３）学外活動：社会見学、小学校訪問、旅行、ホームステイ 
（４）日本語教育実習の学生によるテーマ型交流活動「Ｊカフェ」への参加 
そのほか、学生の学習管理と記録のために、ロシア語での日誌を書く。 
  修了式で留学のまとめとしてのスピーチをする。 
 
プログラムのほか、グローバル人材育成推進事業の中で設置された「多言語学習センター
(通称 iCoToBa（アイコトバ）)」のイベントとして学生主催の歓迎パーティー（於モリコロパーク）や、「日本
とロシアの友好親善を進める愛知の会」の呼びかけによる懇話会など、多彩なイベントが盛り
込まれた。学内授業にとどまらず、学内外での日本人との交流、学外で日本社会にふれる活
動を多岐にわたり取り入れたことで、「現代日本社会と文化を学ぶ」といったテーマにふさわし
い内容となったが、行事を詰め込みすぎた感も否めない。2013 年夏は例年よりも気温が高か
ったこともあり、見学後に大学内で行う予定だったフィードバックまで体力が持たないといった
ケースもあり、計画にもう少し余裕をもたせるべきであったというのが 6 週間のスケジュール全
体においての反省点である。 
前掲の【資料 1】は、学生に配布したオリエンテーション資料の一部である。 
 
 
２．プログラムの教育的特徴 
以上のように、多岐にわたる活動を含むプログラムであるが、いくつかの視点からその特徴
をまとめ、報告する。 
 
2.1 日本人学生との交流 －授業内討論など 
日本語授業の中での日本人学生との討論は、以下のようなテーマで行われた。 
7 月 5 日（金）1 限【中道】：大学生活（シベリアと日本） 
7 月 10 日（水）1 限【米勢】：シベリアと日本（地理的なものや生活習慣など） 
7 月 16 日（火）2 限【米勢】：学校制度（シベリアと日本） 
7 月 24 日（水）1 限【中道】：週末のプランを考える 
8 月 1 日（木）1 限【黒野】：日本の思い出の品 
5 名から 10 名程度の日本人学生との討論をふまえ、作文の課題につなげた。また、「学校
制度」に関する討論の直後に学外の小学校訪問をする、週末観光のヒントを直前に日本人学
生から得る、といった形でより有機的な学習へつなげられるよう工夫もした。 
学生たちは、同じ世代の「大学生」として、違いや共通点に敏感に反応し、有意義な議論が
でき相互理解が深まったようである。 
 
ここでは、「大学生活」と「シベリアと日本」との討論をふまえた留学生の作文２篇を紹介して
おく。 
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また、7 月 12 日（金）～14 日(日)および 8 月 9 日（金）～11 日(日)、長久手市内において、
それぞれ 2 泊 3 日の週末ホームステイ体験もおこなった。ロシアでは、ホームステイという制度
はなじみが薄いらしく、対面式の後、緊張しながら各家庭に引き取られていった。不安をよそ
に、週末には富士山や水族館、名古屋の繁華街、海などの観
光地に日帰り旅行に出かけたケースも多く、いろいろともてなし
てくれる日本の家庭の雰囲気を味わったようである。 
1 回目のホームステイの直後の授業で、ホストファミリーへの
お礼状を書くという課題があり、楽しい思い出のお礼をしたた
めて、それぞれの家族に好みの切手を貼って郵便で送った。 
上記のほか、陶磁美術館での作陶およびお茶室体験もあり、
帰国直前に焼き上がった湯呑み茶碗と皿は、留学の記念の土産品となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3 学外見学 
学外見学は以下の 3 日で、5 カ所を訪問した。 
7 月 9 日（火）午前【中道・桑村】午後【中道・東】：愛知県陶磁美術館（2.2 で言及） 
7 月 17 日（水）午前【米勢・中道】：長久手市立南小学校 
午後【米勢・中道・東】：ながくてエコハウス 
7 月 26 日（金）午前【黒野・桑村】：豊田市防災センター 
午後【黒野・桑村】：トヨタ自動車工場 
7 月 17 日の長久手南小学校訪問では、6 年 1 組から 4 組までの 4 クラスに分かれ、小学校
6 年生の書写の授業および国際教育の授業に参加し、小学生とともに給食を食べた。すでに
大学で日本人学生と日本の学校制度について討論しており、実際に日本の小学校の施設を
見たり小学生とふれあったりすることは、稀な経験でもあり、学
生たちには大変好評であった。筆者は当日同行できなかった
が、後日の訪問で学校長と面談した折りに、小学校としても、
こういった留学生との交流活動を今後積極的に行いたいとい
う希望をうかがった。双方にとって利益となるこうした地域との
交流活動が、今後、短期受入プログラムのみならず、学部留
学生や特別聴講学生にも機会として与えられることを強く望む
ものである。 
小学校訪問の後に学生の書いた作文を、1 編あげておこう。 
【ポストへ投函】 
【お茶室作法体験】 
【小学校へのお礼の色紙】 
【絵つけした皿と湯呑】 
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日本に来る
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ことで、大
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作文を書い
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度 
本留学（ス
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成されたこと
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ら「日本語の
った感想も出
半減してし
通じる目的を
上させるとい
ションと能
自らの経験
一生に一度
が、全員が再
留学以前、
に思っていた
きな自信を獲
プログラム修
による「文集
ba に書きた
た。その題材
ピーチ原稿
ついて全員
が、これらの
ーク夏祭】
読む、書く
プロジェクト
授業では、
たが、それ
まう。現代日
持って使う
う方法が、
力を格段に
と意見を語っ
のチャンス
度の訪日
自分の日本
学生が、日
得したようで
了時に
」は、全
めた日記
の目次
） 
分を紹介
作文によく
【週末観
ことをくりかえ
を完成してい
各授業・単元
をこなすこと
本に身を置
ものであり、
本プログラム
高めることに
ていた。来
かもしれな
を実現する
語では本物
本語を使っ
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現れている。
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【スピーチの様
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ごと
を達
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しくお願いし
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から、日本に
いと思ってい
っていました
でも、愛知
の日本語は分
が、自然はい
現代の物で、
私にとって
、お互いに文
し合って、日
化も珍しいで
しました。例
たり、したい
せ合いました
た。日本人の
な物でした。
でも、日本
学生と友達に
をしたり、食
も丁寧で、笑
、幸せです。
私は日本で
ました。日本
ていて、外国
本に住んで、
この短期留
ら、私はもち
ありがとう
 
て。シベリア
ます。 
に入学したと
来る前にと
ました。そ
。 
県立大学に来
かりにくか
っぱいで、
自動的で、
、一番役に立
化について
本とロシア
すから、文
えば、週末
ことと行き
。ロシア人
学生も色々
 
人の学生との
なった、嬉
事をしたり
顔を見せて
 
一カ月半ぐら
はとても安
人とうまく
働くのはい
学は私の一番
ろん県大に
ございました
私
       
連邦大学で
き、日本語
ても緊張し
して、日本
たとき、皆
ったけど、
日本人は自
使いやすか
ったことは
分教え合っ
に違いがた
化の話はと
のプランを
たいところ
の学生は日
な物を持っ
授業だけじ
しいでした
しました。
、手伝って
い過ごしま
全な国だと
交流できま
いなと思い
大事な経験
来たいと思い
。 
 
 
の短期留学
       
 
日本語と英語
の勉強を始
ました。私は
は現代の国で
は親切で、
どんどん慣れ
然を大切にし
ったから、私
日本人の学
たりしました
くさんあると
ても面白かっ
書いたり、し
の相談したり
本で買った物
て来ました。
ゃなくて、
！一緒に遊ん
私は本当に県
くれるひとで
した。日本
確認しました
す。私はいつ
ます。 
になるはず
ます。今日
 
     M．
を勉強して
めました。私
日本人が外
、どこでも
明るい人だと
ました。日
ます。でも
は嬉しかっ
生との授業で
。学生の生
分かりまし
たです。こ
たことと行
しました。
を見せて、
ほとんどす
大学の外でも
だり、カラ
大の学生が
す。これが
と日本人につ
。日本人は
か日本へ帰
です。もし、
、ここにいる
 
いる二年生
の日本語は
国人と上手に
高い建物ばか
分かりまし
本は本当に現
、すべての機
たです。 
した。色々
活と学校制度
た。日本文化
れ以外に普通
ったところに
そして、思い
思い出につい
べては子供の
よく会いま
オケへ行った
好きになりま
ちゃんと知
いて色々な
やっぱり暖か
りたいです。
もう一度可
のは本当に
のＭです。よ
まだまだで
交流でき
りあると
た。最初、
代の国で
械はとて
な話をした
について
とロシア
のお喋り
ついて話
出の品を
て言いま
ころの大
した。県大
り、買い
した。い
っているか
ことが分か
い心を持
そして、
能性があっ
幸せです。 
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はじめまし
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私が日本語
深いからで
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私は日本に
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はその上に
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しかし、日本
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てほとんど
それに、留学
せないいこ
例えば、留学
ドリー・ヘプ
深いです。私
私が前に思
面白くて、
そうして、ホ
のマンガは
って外国人
す。それは
この留学に
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らないと思
私はもっと
を見つけた
日本は様々
ます。ですか
が素晴らし
 
て。私はＮ
です。ここに
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したいですか
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来る前に不安
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外国人と話す
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の途中でた
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の見学の一
バーンやビ
は日本語が
っていたより
言葉が難しす
ストファー
十八世紀のフ
の言語や話
貴重な経験だ
はたった一つ
私がしたい
ったら、がっ
この優しくて
り、もっと先
で計り知れな
ら、何度も
くなることを
私
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は留学生と
る理由はア
良かったら
ら、日本語
、他の学生
をたくさん
あまり信じ
ことも怖か
目に、日本
私が自分の
。私は本当
くさんの場
ありました
つで私の初
ビアン・リ
まだまだ下
簡単です。
ぎないです
ミリーの手伝
ランスの貴
し方などを日
と思います
の残念を持
ものがまだ
かりします
明るい人と
生に質問し
い国なので
ここに戻り
心から望み
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す。呼ばれ
して来て、今
ニメとマンガ
、いつか翻訳
がかんぺきに
たちと一緒に
持っていま
ないと聞い
ったですから
の学生が私に
不安を忘れる
にうれしか
所を訪問した
。 
めての日本語
ーなどの女優
手ですから少
私はまだ読み
から、私にと
いのおかげ
族について物
本語で表れ
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っています。
たくさんたく
。 
話したり、も
たり、もっと
、全てを知る
たいです。シ
ます。 
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る名前はＴ.
度が初めて
が大好きで
をやりたい
上手になり
ここに練習
した。例えば
たので、とて
、私の日本
話しかけた
ほど優しか
ったです。
り、たくさ
での本を手
についての
し難しいで
始めたばか
って喜びも
で探してい
語るので、
るのを見る
この残念は
さんあって
っと場所を
日本語の本
ために一ヶ
ベリア連邦
 
です。私はシ
の日本です
、日本の文学
と思います。
たいです。そ
しに来まし
、前に日本人
も怖かった
留学が大変に
とき、私は何
ったので、そ
ん思い出を使
に入れまし
本なので、私
すけれど、こ
りなのに、こ
素晴らしい
たマンガを見
少し難しいで
ことは本当に
留学が短すぎ
、もうすぐ帰
訪問したり、
を探したりし
月では全然足
大学と愛知県
ベリア連邦
。 
と文化が興
私はいつか
のためにい
た。 
は外国人が
です。実は、
なると思い
も考えずに
れは私にと
ったりして
た。それはオ
にとって興
の本の言葉
の本はとて
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つけました
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すごいこと
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。
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それに対し
私たちの留
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手になった
たり、七夕の
学校で習字
化を勉強し
験したと思
これ以外に
園を訪問し
に、正直に言
やレストラ
ます。そして
が分かりま
正直に言う
がとても好
留学は短期
親切にして
ん。機会が
 
 
 
 
 
て。私はクラ
英語を勉強し
した。私の趣
くお願いしま
言えば、なり
ばらしかっ
た。日本はあ
っくりしたこ
ても、たくさ
学のプログラ
トピックに
と感じます。
準備もしま
をしたり、陶
ていたのに、
います。 
、私たちは多
ました。さら
うと、今で
ンが多いです
、ホームス
した。 
と、留学のと
きなので、翻
でしたが、そ
くれたので、
あれば、もう
私
       
スノヤルス
て、三年生
味は絵を描
す。 
た空港から
たです。空
まり広くな
とは夜が早
んのことが
ムは作文を
ついて話し
日本人の学
した。そして
磁美術館と
今ではこの
く外出がで
に、京都旅行
はもっと和
が、歴史的な
テイのとき
きに将来の
訳してみた
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くことや本を
東京まで特
港の近くにあ
い国ですが、
いし、交通費
できて、色々
書くことだけ
ました。それ
生の授業に行
、色々見学を
トヨタ工場を
以上を見聞し
きました。名
の前に私は
洋折衷になっ
寺や神社や
に、日本の生
仕事について
いんです。
ても役に立つ
がとうござい
行きたいと思
 
 
     R.
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行くのは初
読むことや
急で行ったと
るたんぼを
自然がすご
が高いし、
な行ったこ
ではなくて
で、日本人
ったり、伝
しました。
訪問しまし
て、自分の
古屋でよく
京都がとて
たという感
建物など残
活と日本人
思いつきま
と思います
ます。この
います。
．です。シベ
めてですが、
音楽を聞くこ
きに、景色
渡っている鶴
く豊かなので
すごく暑い
ともありま
、日本人の学
の生活と日本
統的な料理を
茶の湯で茶道
た。私はロシ
目で見て、と
散歩して、名
も伝統的だと
じです。洋風
っているのが
の関係につい
した。漫画や
。皆さんは私
一ヶ月半を絶
リア連邦大
とても楽し
となどです
がみどりで、
を見て、び
、うれしい
ことです。 
す。 
生とよく交
語がもっと
お互いに作
をしたり、
アで日本の
ても大切な
古屋城や動
思っていた
の店やホテ
素敵だと思
て色々なこ
本を読むこ
たちにとて
対に忘れま
。
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の授業しか
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の経験をくれ
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ます。この
っと上手に
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理を作るの
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訪れて、今
な見学もあ
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んして、本
。ここでよ
きたことは
べりで、い
アにあまり
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て、本当に
 
 
 
しの日本
       
邦大学で勉強
愛知県立大学
なったと望み
色々で、面白
の中で一番印
はとても楽し
で、ちょっと
、歴史に入れ
りました。長
は色々な場所
当によかった
かったことだ
全部大事な経
い人に会って
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ありがとうご
留学 
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する O です
の留学は初
ます。 
しろい見学
象に残って
い経験にな
残念ですね
たと言う感
久手と名古
を教えてく
です。半分
け記憶に残
験になりま
、仲良くし
です。日本
ざいました
 
。今年の秋
めてでした。
と旅行のチ
いるんです。
りました。あ
。京都旅行も
じがあります
屋でたくさ
れて、ありが
伝統的な家
したいと思い
した。やさ
たので、すご
にあったいい
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に４年生にな
県大のおか
ャンスをもら
亀井先生と
りがとうご
好きになり
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んのところに
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くよかった
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はじめまし
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日本で短期
たことをあま
化も歴史もだ
きました。大
。でも、ロシ
ました。新幹
、交通費は高
交通だけで
合います。日
たこ焼きで、
きし麺です。
日本人は優
つも親切で、
、お世辞や褒
言います。こ
は自分の気持
どうか分かり
日本の旅行
ぱいです。ロ
す。日本には
。この留学で
の留学を忘れ
そして、機
 
 
て、シベリア
から、日本
の留学生とし
り見つけら
いたい分か
学生は毎日
アでこれは
線はもちろ
くても、一
はなくて、日
本では料理
京都の特別
 
しくて、好意
年上を尊重
められたと
れはマナー
ちを言わな
にくいです
は私の夢でし
シアと比べ
伝統的なも
困ったこと
ません。 
会があったら
わた
        
連邦大学の
語と英語を
て日本語を
れませんで
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勉強熱心で
まれです。
ん、地下鉄
番好きなも
本の料理が
が地方によ
な料理は抹
的です。日
します。日
き、「いいえ
だけではな
くて、不思
。このよう
たから、今
て、違いが
のは近代的
が起きたけど
、日本にも
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勉強していま
した。私達は
。しかし、大学
、アルバイト
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も、リニモも
のになりまし
好きになりま
って違うので
茶から作られ
本ではマナー
本人は一般的
、そんなこ
くて、自分の
議な人達だと
な態度は時々
はうれしいで
たくさんあり
なものと一緒
、これを解
一度行きたい
留学 
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Ｖと申しま
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す。まず、
ロシアで日本
で寝ている
もよくする
に来て、交
速くて、時
た。 
した。日本
、面白いで
たものです
が大事にさ
に恥ずかし
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に存してい
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日本に来た
語を勉強し
大学生を始
ので、授業の
通はとても便
間通りに来ま
の料理はお
す。例えば、
。そして、名
れているの
がりやで、自
か「まだま
ことです。そ
ですから、
になります。
素晴らしく
私達にとって
るので、本当
経験をした
です。私の専
いします。
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ているので
めて見た時、
とき眠いで
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す。ですか
いしくて、口
大阪の料理
古屋の料理
で、日本人は
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だです」など
して、日本
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、
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した。 
最初に、第一
がありました
れまして、お
線やリニモに
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がありました
んと聞いてる
して、他につ
見ていました
達と小さい声
本では何も壊
後は楽しい
したけれど、
て、食べ物で
す。そして、
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これが私の
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愛知県立大
本当にうれ
して日本に来
ーネットで
本について
さんありま
印象につい
。そして、
世話になり
乗りました
ら、私の日
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たったので、
。驚いたこ
と思ったけ
いて言えば
。それはロ
で話したり
れないと思
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一番印象に
す。日本食
他のうれし
た友達とも
短期留学です
本に来たい
私
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る前に大学
日本の音楽
たくさん知
した。そし
て話したい
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ました。そ
。新幹線の
本についての
に速い」と
色々な驚い
とについて
ど、学生が
、私は友だ
シアと全然
します。他
いました。
いことにつ
残っている
はとてもお
いこと言え
会いました
。この留学
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学は私の始め
の授業で日
や映画やドラ
っていたけど
て、楽しかっ
と思います。
すばらしかっ
して後で、私
切符はとても
第一印象は
いうものでし
たことや楽し
言えば、日本
寝てると聞き
ちと一緒に映
違います。ロ
の驚いたこと
いて話したい
ことは名物や
いしいです。
ば私が新しい
。 
は本当に大切
学 
     Ｎ．
ア連邦大学
ての日本へ
本文化や歴史
マなどにつ
、正直に言
たことも、
日本に着た
たです。色
たちは空港
高かったで
「日本人は
た。 
かったこと
人の学生た
ました。本
画館に行き
シアの映画
は時々リニ
と思います
、映画館や
一番好きな
友達を作っ
な経験です
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モは回送車に
。その事は
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強しました
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いて教えて
地下鉄や新
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、そして「日
かったことな
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静かに映画
食べたり、
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そばと牛丼
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れば、もう一
。
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を感じて、少
来に私は絶対
くないですが
イデアがあり
とか教師にな
す。日本へま
、私たちにこ
せん。 
 
て、シベリア
すから、暇
頑張らなけ
休みがあり
能性をもら
もう行ったこ
日本を訪問
た感じがし
た。留学の
い交通とい
す！）、懐か
家族と一緒
学したりし
ました。雨
ったり、海
がなかった
とても大事
忘れられな
いますから
の決めたこと
を発見して
しずつ日本語
、また日本
、日露の関
ます、たと
るとか翻訳
た来たいん
のチャンス
私
        
連邦大学の
な時間があ
ればいけま
ます。今回
って、この
とあるのに
しましたが
ていました
生活の中に
うリニモに
しい友達会
にひさしぶ
ましたから、
に降られた
でけがしたり
り・・・続
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３．プログラム運営上の課題 
 プログラム終了後、プログラム実施、国際交流室長、シベリア連邦大学の引率職員の 4 名で、
教育プログラム、事務体制、宿舎、生活全般などについて意見交換を行った。また、担当講師
3 名からも気づいた点が文書で提出された。その記録を参考にし、ここに課題をあげる。 
 
 3.1 教育プログラム 
 シベリア連邦大学の引率職員によれば、プログラム内容については大きく満足が得られたよ
うである。日本語学校のような単純な知識の詰め込みではなく知的水準も高く、学生との交流
を伴うといった点が高く評価された。しかし、多岐にわたる教育活動の実施において、日程や
宿題の情報の混乱が生じるなど、細部においてトラブルがいくつかあった。 
そのことの大きな要因として、このプログラムに関わる専属の事務職員が配置されなかった
ことがある。教室準備や細かい連絡、授業風景の写真撮影など、細々とした仕事を行うアルバ
イト職員の雇用分の経費も、今後はプログラム費に計上すべきであろう。 
また別の要因として、学内宿舎におけるインターネット環境が整わないことがあげられた。プ
ログラム初日に、学生の持参した PC やスマートフォン端末につなぐ設定の説明会を行ったに
もかかわらず、学内でうまく無線 LAN に接続できなかったり、宿泊施設ではなおさら調子が悪
い状況であったことが、manaba への課題アップの期限が守れなかったり、連絡が伝わらなかっ
たりといったことにつながったようである。この件は、留学生にとって大きなストレスとなっていた。
キーボードの仕様の違いもあるため、留学生受入に際してはできるだけ持参した PC が使用で
きる環境を整える必要があるであろう。 
とはいえ、集合時間や場所といった予定変更などの緊急かつ重要な連絡は、インターネット
には頼らず、たとえば国際交流室前に「掲示板」設置をするのが確実な対策だというのが、反
省点としてスタッフ間であげられた。  
 本学学生の参加のしかたは、2.6 でも言及したように、積極的でおおむね好評であった。た
だし問題点としては、ボランティアとして交流活動に登録したにもかかわらず、無断欠席が数
件生じたことである。とりまとめ担当の筆者から注意の連絡をしても、そのまま返事のない学生
もあり、こうした点については、社会的責任にも通じる自覚を促すための指導を事前に厳しくす
る必要性を感じた。7 月末が本学の前期試験週間と重なることも配慮しつつ、プログラムの日
程を工夫する必要もあるのかもしれない。 
 
3.2 運営体制 
 宿舎としては、学内の非常勤講師宿舎および学長公舎を利用した。到着当日、利用ルール
について事務職員より詳細に説明したにもかかわらず、後になって、ゴミの出し方など、いくつ
かのトラブルが生じた。決して悪意によるものではないが、今後は「常識的判断」や「口約束」
には頼らず、文書で情報を伝える必要性があろう。今回は引率の職員が同伴していたが、今
後は必ずしもそうではないことも考え合わせると、学生の自覚をくりかえし促すことも重要であ
る。 
 また、今回のように外部団体との協力によってプログラムを実施する場合、教育プログラムに
関する打合せと、事務的な連絡体制と双方に責任者を決めておかなければならないことも実
感した。実施責任者が全て把握する義務はもちろんあるが、メールや電話で約束したことを失
 
念する場面があり、筆者自身の大きな反省点となっている。陳謝したものの、今後の交流に悪
影響を及ぼさないかと心配になった。 
 
４． まとめ 
 以上、全学的な取り組みとして実施された、2013 年度シベリア連邦大学短期研修受入プロ
グラムについて、教育実践内容と大学の体制の双方について、まとめと課題を報告した。教育
面から言えば、相互交流型のプログラムは、本学学生にとっても協定大学にとっても大きなメリ
ットがある。今後、より本学の留学制度が充実するよう、派遣、受入双方の体制を強化すべく、
こうした実践を重ねていく必要性があろう。 
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